
平成 30 年５月 29 日 

質 疑 回 答 書 

 

契約番号 

件  名 伊賀市滞納整理システム再構築・運用保守業務 

 

質疑

番号 
資料名 頁 質疑内容 回答 

1 仕様書 7 想定している取扱件数な

どを考慮し、費用対効果の

面から介護保険料、後期高

齢者医療保険料、下水道使

用料につきましては各シ

ステムとの連携ではなく

必要な情報を手入力して

いただく運用をご提案し

たいのですがよろしいで

しょうか。 

想定している取扱件数につい

ては、各料金の滞納繰越金額

を有する件数である、介護保

険料約 700 件、後期高齢者医

療保険料約 250 件、下水道使

用料約 200 件を取扱件数の上

限数と想定しています。取扱

業務については、督促発送業

務以後の全処理を、①各債権

所管課単独 ②債権管理課単

独にて行うことを想定してい

ます。ただし、費用対効果等

を鑑み、上記取扱件数につい

ては、受託事業者と協議のう

え決定します。 

仕様書 4.2⇒「その他システ

ムとのデータ連携等」に示す

とおり、ネットワーク連携、

媒体連携等最も効率的な方法

について提案してください。

したがいまして、「必要な情

報を手入力していただく運

用」でも可とします。ただし、

各料金システム側と滞納整理

システム側で、情報の相違が

無い運用が行える提案である

こととします。 



2 仕様書 8 想定している取扱件数な

どを考慮し、費用対効果の

面から介護保険料、後期高

齢者医療保険料、下水道使

用料につきましては各シ

ステムからのデータ移行

はシステムで行うのでは

なく必要な情報のみを手

入力していただく運用を

ご提案したいのですがよ

ろしいでしょうか。 

想定している取扱件数及び取

扱業務については、質問番号

１に示すとおりです。   

「必要な情報を手入力してい

ただく運用」でも可とします。

ただし、初期データ整備に関

しては、受託事業者が行うこ

ととします。具体的には、各

料金システム保守業者に移行

用データをそのデータレイア

ウト等の情報とともに出力さ

せるものとし、受託事業者に

おいては移行用データの十分

な精査・検証を行い、本シス

テムへ格納するものとしま

す。 

3 機能調

査表 

9 催告書を発行する際に同

時に納付書を発行する機

能は必要でしょうか。 

項番 137⇒大分類「催告処理

業務」⇒中分類「催告処理」

⇒小分類「一斉催告書作成」

⇒業務機能概要／必要要件

に、【「条件（差押の有無・

現年のみ／滞納繰越のみ／現

年及び滞納繰越・滞納額等）

を指定して抽出された対象者

に対して一斉に催告書の作成

（以下「一斉催告書作成処理」

という。）ができること。ま

た、当該作成処理と連動して、

該当の納付書の出力ができる

こと。】と記載していること

から、本質問の機能は当然必

要であります。 

4 機能調

査表 

11 調査予定を行う際には特

定の条件で抽出をかけた

複数の対象者を一括で調

項番177から178⇒大分類「財

産調査業務」⇒中分類「財産

調査」⇒小分類「調査予定」



査予定に登録する機能は

必要でしょうか。 

⇒業務機能概要／必要要件に

記載していない機能であるこ

とから、企画提案書等作成要

領５頁「2.3 追加機能」項目

の記載内容に示すとおり、本

項目への提案としてくださ

い。 

 


